
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｃ 組

教科担当者： （　ＡＢＣ組：　岩本　）

使用教科書： （新高等保健体育）

教科 の目標：

科目 の目標：

１
学
期

　【知識】
①技の行い方は、合理的な動き方のポイント
があり、同じ系統の技には共通性があること
について、理解したことを言ったり書き出し
たりしている。
②自己の動きや仲間の動き方を分析するに
は、自己観察と他者観察などの方法があるこ
とについて、言ったり書き出したりしてい
る。
③発表会の評価方法や運営の仕方などがある
ことについて、言ったり書き出したりしてい
る。
　【技能】
①体をマットに順々に接触させて回転するた
めの動き方、回転力を高めるための動き方
で、基本的な技の一連の動きを滑らかに安定
させて回ることができる。【接転技群】
②全身を支えたり、突き放したりするための
着手の仕方、回転力を高めるための動き方、
起き上がりやすくするための動き方で、基本
的な技の一連の動きを滑らかに安定させて回
転することができる。【ほん転技群】
③学習した基本的な技を発展させて、一連の
動きで回ることができる。

　【思考・判断・表現】
①選択した技や組合せ方について、合理的な
動きと自己や仲間の動きを比較して、改善す
べきポイントとその理由を仲間に伝えてい
る。
②体力や技能の程度、性別等の違いに配慮し
て、仲間とともに楽しむための練習の方法や
修正の仕方を見つけている。
③学習成果を踏まえて、自己に適した「す
る、みる、支える、知る」などの運動を継続
して楽しむための関わり方を見つけている。

　【主体的に学習に取り組む態度】
①学習に自主的に取り組もうとしている。
②一人一人の能力に応じた課題や挑戦を大切
にしようとしている。
③健康・安全を確保している。

「マット運動」

・各種用具
・ワークシート及び振り返りプリ
ント

Ｂ　器械運動（マット運動）
【知識及び技能】
　マット運動では、技ができる楽し
さや喜びを味わい、技の名称や行い
方、運動観察の方法、体力の高め方
などを理解するとともに、自己に適
した技で演技することができるよう
にする。
　回転系や巧技系の基本的な技を滑
らかに安定して行うこと、条件を変
えた技や発展技を行うこと及びそれ
らを構成し演技することができるよ
うにする。

【思考力、判断力、表現力等】
　技などの自己や仲間の課題を発見
し、合理的な解決に向けて運動の取
り組み方を工夫するとともに、自己
の考えたことを他者に伝えることが
できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　器械運動に自主的に取り組むとと
もに、よい演技を讃えようとするこ
と、互いに助け合い教え合おうとす
ること、一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとするこ
と、健康・安全を確保することがで
きるようにする。

〇〇

　【知識】
①定期的・計画的に運動を継続することは、
心身の健康、健康や体力の保持増進につなが
る意義があることについて、言ったり書き出
したりしている。
②運動を安全に行うには、軽い運動から始め
るなど徐々に筋肉を温めてから行うことにつ
いて、言ったり書き出したりしている。
③運動を継続するには、行いやすいこと、無
理のない計画であることなどが大切であるこ
とについて、言ったり書き出したりしてる。

　【思考・判断・表現】
①ねらいや体力の程度を踏まえ、自己の課題
に応じた強度、時間、回数、頻度を設定して
いる。
②健康や安全を確保するために、体力や体調
に応じた運動の計画等について振り返ってい
る。
③実生活で継続しやすい運動例や運動の組合
せの例を見付けている。

　【主体的に学習に取り組む態度】
①体つくり運動の学習に自主的に取り組もう
としている。
②一人一人の違いに応じた動きなどを大切に
しようとしている。
③健康・安全を確保している。

「ラジオ体操」
「ペア、グループでの運動」

・各種用具や放送機器
・ワークシート及び振り返りプリ
ント

Ａ　体つくり運動
【知識】
　次の運動を通して、体を動かす楽
しさや心地よさを味わい、運動を継
続する意義、体の構造、運動の原則
などを理解するとともに、健康の保
持増進や体力の向上を目指し、目的
に適した運動の計画を立て取り組む
ことができるようにする。
ア ）体ほぐしの運動では、手軽な
運動を行い、心と体は互いに影響し
変化することや心身の状態に気付
き、仲間と自主的に関わり合うこと
ができるようにする。
イ ）実生活に生かす運動の計画で
は、ねらいに応じて、健康の保持増
進や調和のとれた体力の向上を図る
ための運動の計画を立て取り組むこ
とができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
　自己や仲間の課題を発見し、合理
的な解決に向けて運動の取り組み方
を工夫するとともに、自己や仲間の
考えたことを他者に伝えることがで
きるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　体つくり運動に自主的に取り組む
とともに、互いに助け合い教え合お
うとすること、一人一人の違いに応
じた動きなどを大切にしようとする
こと、話合いに貢献しようとするこ
となどや健康・安全を確保すること
ができるようにする。

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽し
さや喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊か
に継続することができるようにするため、運動の多
様性や体力の必要性について理解するとともに、そ
れらの技能を身に付けるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課
題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思
考し判断するとともに、自己や仲間の考えたこ
とを他者に伝える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して、公正に取
り組む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参
画する、一人一人の違いを大切にしようとするなど
の意欲を育てるとともに、健康・安全を確保して、
生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。【学びに向かう力、人間性等】

【思考力、判断力、表現力等】

保健体育 体育
保健体育 体育 2

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

態
配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 思技知
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２
学
期

Ａ　体つくり運動
【知識】
　次の運動を通して、体を動かす楽
しさや心地よさを味わい、運動を継
続する意義、体の構造、運動の原則
などを理解するとともに、健康の保
持増進や体力の向上を目指し、目的
に適した運動の計画を立て取り組む
ことができるようにする。
ア ）体ほぐしの運動では、手軽な
運動を行い、心と体は互いに影響し
変化することや心身の状態に気付
き、仲間と自主的に関わり合うこと
ができるようにする。
イ ）実生活に生かす運動の計画で
は、ねらいに応じて、健康の保持増
進や調和のとれた体力の向上を図る
ための運動の計画を立て取り組むこ
とができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
　自己や仲間の課題を発見し、合理
的な解決に向けて運動の取り組み方
を工夫するとともに、自己や仲間の
考えたことを他者に伝えることがで
きるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　体つくり運動に自主的に取り組む
とともに、互いに助け合い教え合お
うとすること、一人一人の違いに応
じた動きなどを大切にしようとする
こと、話合いに貢献しようとするこ
となどや健康・安全を確保すること
ができるようにする。

「用具を用いた運動」
「ペア、グループでの運動」

・各種用具や放送機器
・ワークシート及び振り返りプリ
ント

　【知識】
①定期的・計画的に運動を継続することは、
心身の健康、健康や体力の保持増進につなが
る意義があることについて、言ったり書き出
したりしている。
②運動を安全に行うには、軽い運動から始め
るなど徐々に筋肉を温めてから行うことにつ
いて、言ったり書き出したりしている。
③運動を継続するには、行いやすいこと、無
理のない計画であることなどが大切であるこ
とについて、言ったり書き出したりしてる。

　【思考・判断・表現】
①ねらいや体力の程度を踏まえ、自己の課題
に応じた強度、時間、回数、頻度を設定して
いる。
②健康や安全を確保するために、体力や体調
に応じた運動の計画等について振り返ってい
る。
③実生活で継続しやすい運動例や運動の組合
せの例を見付けている。

　【主体的に学習に取り組む態度】
①体つくり運動の学習に自主的に取り組もう
としている。
②一人一人の違いに応じた動きなどを大切に
しようとしている。
③健康・安全を確保している。

〇 〇 〇 2

１
学
期

「スポーツの発祥と発展」

・教材＝教科書、配布プリント
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇 1

Ｈ　体育理論
「スポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展」
【知識】
　スポーツの歴史、文化的特性や現
代のスポーツの特徴について理解す
ることができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
　スポーツの歴史、文化的特性や現
代のスポーツの特徴について、課題
を発見し、よりよい解決に向けて思
考し判断するとともに、他者に伝え
ることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　スポーツの歴史、文化的特性や現
代のスポーツの特徴についての学習
に自主的に取り組むことができるよ
うにする。

　【知識】
　スポーツは、人類の歴史とともに始まりそ
の理念が時代に応じて多様に変容してきてい
ること、我が国から世界に普及し発展してい
るスポーツがあること、それぞれ理解したこ
とを言ったり、書き出したりしている。

　【思考・判断・表現】
　スポーツの歴史的発展と多様な変化につい
て、自己のスポーツへの関わりを見いだした
りして、自己や社会にスポーツがもたらす影
響について課題を発見している。

　【主体的に学習に取り組む態度】
　スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展についての学習に自主的に取り組もうと
している。

【知識】
①用いられる技術や戦術の名称、それらを身
につけるためのポイントについて、理解した
ことを言ったり書いたりしている。
②練習やゲーム中の技能を観察したり、分析
したりするには、自己観察や他者観察などの
方法があることについて、言ったり書き出し
たりしている。
③ゲームに必要な技術と関連させた補助運動
や部分練習を行うことで、結果として体力や
技術を高めることができることについて、
言ったり書き出したりしている。

　【技能】
①シャトルを相手側コートの空いた場所やね
らった場所に打ち返すことができる。
②サービスでは、シャトルをねらった場所に
打つことができる。
③ポジションの役割に応じて、コート上の空
いている場所をカバーし、拾ったりつないだ
りすることができる。

　【思考・判断・表現】
①技術的な課題と自己や仲間の動きを比較し
て、その改善すべきポイントとその理由を仲
間に伝えている。
②体力や技能の程度、性別等の違いに配慮し
て、仲間とともに楽しむための練習の方法や
修正の仕方を見つけている。
③ルールを守り、勝敗を受け入れるなど、よ
りよいマナーや行為について、自己の活動を
振り返っている。

　【主体的に学習に取り組む態度】
①学習に自主的に取り組もうとしている。
②相手を尊重するなどのフェアなプレイを大
切にしようとしている。
③互いに練習相手になったり仲間に助言した
りして、互いに助け合い教え合おうとしてい
る。

「バドミントン」

・各種用具
・ワークシート及び振り返りプリ
ント

Ｅ　球技（バドミントン）
【知識及び技能】
　勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高
め方、運動観察の方法などを理解す
るとともに作戦に応じた技能で仲間
と連携しゲームを展開することがで
きるようにする。
　バドミントンでは、役割に応じた
シャトル操作や安定した用具の操作
と連携した動きによって、空いた場
所をめぐる攻防をすることができる
ようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
　攻防などの自己やペアの課題を発
見し、合理的な解決に向けて運動の
取り組み方を工夫するとともに自己
や仲間の考えたことを他者に伝える
ことができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　球技に自主的に取り組むととも
に、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、作戦などについての話
合いに貢献しようとすること、一人
一人の違いに応じたプレイなどを大
切にしようとすること、互いに助け
合い教え合おうとすることなどや、
健康・安全を確保することができる
ようにする。

〇 〇 〇 〇

　【知識】
①技の行い方は、合理的な動き方のポイント
があり、同じ系統の技には共通性があること
について、理解したことを言ったり書き出し
たりしている。
②自己の動きや仲間の動き方を分析するに
は、自己観察と他者観察などの方法があるこ
とについて、言ったり書き出したりしてい
る。
③発表会の評価方法や運営の仕方などがある
ことについて、言ったり書き出したりしてい
る。
　【技能】
①体をマットに順々に接触させて回転するた
めの動き方、回転力を高めるための動き方
で、基本的な技の一連の動きを滑らかに安定
させて回ることができる。【接転技群】
②全身を支えたり、突き放したりするための
着手の仕方、回転力を高めるための動き方、
起き上がりやすくするための動き方で、基本
的な技の一連の動きを滑らかに安定させて回
転することができる。【ほん転技群】
③学習した基本的な技を発展させて、一連の
動きで回ることができる。

　【思考・判断・表現】
①選択した技や組合せ方について、合理的な
動きと自己や仲間の動きを比較して、改善す
べきポイントとその理由を仲間に伝えてい
る。
②体力や技能の程度、性別等の違いに配慮し
て、仲間とともに楽しむための練習の方法や
修正の仕方を見つけている。
③学習成果を踏まえて、自己に適した「す
る、みる、支える、知る」などの運動を継続
して楽しむための関わり方を見つけている。

　【主体的に学習に取り組む態度】
①学習に自主的に取り組もうとしている。
②一人一人の能力に応じた課題や挑戦を大切
にしようとしている。
③健康・安全を確保している。

「マット運動」

・各種用具
・ワークシート及び振り返りプリ
ント

Ｂ　器械運動（マット運動）
【知識及び技能】
　マット運動では、技ができる楽し
さや喜びを味わい、技の名称や行い
方、運動観察の方法、体力の高め方
などを理解するとともに、自己に適
した技で演技することができるよう
にする。
　回転系や巧技系の基本的な技を滑
らかに安定して行うこと、条件を変
えた技や発展技を行うこと及びそれ
らを構成し演技することができるよ
うにする。

【思考力、判断力、表現力等】
　技などの自己や仲間の課題を発見
し、合理的な解決に向けて運動の取
り組み方を工夫するとともに、自己
の考えたことを他者に伝えることが
できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　器械運動に自主的に取り組むとと
もに、よい演技を讃えようとするこ
と、互いに助け合い教え合おうとす
ること、一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとするこ
と、健康・安全を確保することがで
きるようにする。

〇〇

「スポーツ文化の発展と現代社
会」

・教材＝教科書、配布プリント
・一人１台端末の活用　等
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Ａ　体つくり運動
【知識】
　次の運動を通して、体を動かす楽
しさや心地よさを味わい、運動を継
続する意義、体の構造、運動の原則
などを理解するとともに、健康の保
持増進や体力の向上を目指し、目的
に適した運動の計画を立て取り組む
ことができるようにする。
ア ）体ほぐしの運動では、手軽な
運動を行い、心と体は互いに影響し
変化することや心身の状態に気付
き、仲間と自主的に関わり合うこと
ができるようにする。
イ ）実生活に生かす運動の計画で
は、ねらいに応じて、健康の保持増
進や調和のとれた体力の向上を図る
ための運動の計画を立て取り組むこ
とができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
　自己や仲間の課題を発見し、合理
的な解決に向けて運動の取り組み方
を工夫するとともに、自己や仲間の
考えたことを他者に伝えることがで
きるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　体つくり運動に自主的に取り組む
とともに、互いに助け合い教え合お
うとすること、一人一人の違いに応
じた動きなどを大切にしようとする
こと、話合いに貢献しようとするこ
となどや健康・安全を確保すること
ができるようにする。

「用具を用いた運動」
「ペア、グループでの運動」

・各種用具や放送機器
・ワークシート及び振り返りプリ
ント

　【知識】
①定期的・計画的に運動を継続することは、
心身の健康、健康や体力の保持増進につなが
る意義があることについて、言ったり書き出
したりしている。
②運動を安全に行うには、軽い運動から始め
るなど徐々に筋肉を温めてから行うことにつ
いて、言ったり書き出したりしている。
③運動を継続するには、行いやすいこと、無
理のない計画であることなどが大切であるこ
とについて、言ったり書き出したりしてる。

　【思考・判断・表現】
①ねらいや体力の程度を踏まえ、自己の課題
に応じた強度、時間、回数、頻度を設定して
いる。
②健康や安全を確保するために、体力や体調
に応じた運動の計画等について振り返ってい
る。
③実生活で継続しやすい運動例や運動の組合
せの例を見付けている。

　【主体的に学習に取り組む態度】
①体つくり運動の学習に自主的に取り組もう
としている。
②一人一人の違いに応じた動きなどを大切に
しようとしている。
③健康・安全を確保している。

〇 〇 〇 2

Ｅ　球技（ソフトボール）
【知識及び技能】
　勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高
め方、運動観察の方法などを理解す
るとともに作戦に応じた技能で仲間
と連携しゲームを展開することがで
きるようにする。
　ソフトボールでは、安定したバッ
ト操作と走塁での攻撃、ボール操作
と連携した守備などによって攻防を
することができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
　攻防などの自己やチームの課題を
発見し、合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに自
己や仲間の考えたことを他者に伝え
ることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　球技に自主的に取り組むととも
に、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、作戦などについての話
合いに貢献しようとすること、一人
一人の違いに応じたプレイなどを大
切にしようとすること、互いに助け
合い教え合おうとすることなどや、
健康・安全を確保することができる
ようにする。

「ソフトボール」

・各種用具
・ワークシート及び振り返りプリ
ント

【知識】
①用いられる技術や戦術の名称、それらを身
につけるためのポイントについて、理解した
ことを言ったり書いたりしている。
②練習やゲーム中の技能を観察したり、分析
したりするには、自己観察や他者観察などの
方法があることについて、言ったり書き出し
たりしている。
③ゲームに必要な技術と関連させた補助運動
や部分練習を行うことで、結果として体力や
技術を高めることができることについて、
言ったり書き出したりしている。

　【技能】
①なめらかなドリブルからシュートをコント
ロールし、ゴールの枠内に入れることができ
る。
②味方が操作しやすいパスを送り、パスを出
した後に次のパスを受ける動きをすることが
できる。
③オフェンスに対して、空いている場所をカ
バーするディフェンスができる。

　【思考・判断・表現】
①技術的な課題と自己や仲間の動きを比較し
て、その改善すべきポイントとその理由を仲
間に伝えている。
②体力や技能の程度、性別等の違いに配慮し
て、仲間とともに楽しむための練習の方法や
修正の仕方を見つけている。
③ルールを守り、勝敗を受け入れるなど、よ
りよいマナーや行為について、自己の活動を
振り返っている。

　【主体的に学習に取り組む態度】
①学習に自主的に取り組もうとしている。
②相手を尊重するなどのフェアなプレイを大
切にしようとしている。
③互いに練習相手になったり仲間に助言した
りして、互いに助け合い教え合おうとしてい
る。

Ｅ　球技（バスケットボール）
【知識及び技能】
　勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高
め方、運動観察の方法などを理解す
るとともに作戦に応じた技能で仲間
と連携しゲームを展開することがで
きるようにする。
　バスケットボールでは、安定した
ボール操作と空間を作り出すなどの
動きによってゴール前への侵入など
から攻防をすることができるように
する。

【思考力、判断力、表現力等】
　攻防などの自己やチームの課題を
発見し、合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに自
己や仲間の考えたことを他者に伝え
ることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　球技に自主的に取り組むととも
に、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、作戦などについての話
合いに貢献しようとすること、一人
一人の違いに応じたプレイなどを大
切にしようとすること、互いに助け
合い教え合おうとすることなどや、
健康・安全を確保することができる
ようにする。

　【知識】
①用いられる技術や戦術の名称、それらを身
につけるためのポイントについて、理解した
ことを言ったり書いたりしている。
②練習やゲーム中の技能を観察したり、分析
したりするには、自己観察や他者観察などの
方法があることについて、言ったり書き出し
たりしている。
③ゲームに必要な技術と関連させた補助運動
や部分練習を行うことで、結果として体力や
技術を高めることができることについて、
言ったり書き出したりしている。

　【技能】
①なめらかなドリブルからシュートをコント
ロールし、ゴールの枠内に入れることができ
る。
②味方が操作しやすいパスを送り、パスを出
した後に次のパスを受ける動きをすることが
できる。
③オフェンスに対して、空いている場所をカ
バーするディフェンスができる。

　【思考・判断・表現】
①技術的な課題と自己や仲間の動きを比較し
て、その改善すべきポイントとその理由を仲
間に伝えている。
②体力や技能の程度、性別等の違いに配慮し
て、仲間とともに楽しむための練習の方法や
修正の仕方を見つけている。
③ルールを守り、勝敗を受け入れるなど、よ
りよいマナーや行為について、自己の活動を
振り返っている。

　【主体的に学習に取り組む態度】
①学習に自主的に取り組もうとしている。
②相手を尊重するなどのフェアなプレイを大
切にしようとしている。
③互いに練習相手になったり仲間に助言した
りして、互いに助け合い教え合おうとしてい
る。

「バスケットボール」

・各種用具
・ワークシート及び振り返りプリ
ント



Ａ　体つくり運動
【知識】
　次の運動を通して、体を動かす楽
しさや心地よさを味わい、運動を継
続する意義、体の構造、運動の原則
などを理解するとともに、健康の保
持増進や体力の向上を目指し、目的
に適した運動の計画を立て取り組む
ことができるようにする。
ア ）体ほぐしの運動では、手軽な
運動を行い、心と体は互いに影響し
変化することや心身の状態に気付
き、仲間と自主的に関わり合うこと
ができるようにする。
イ ）実生活に生かす運動の計画で
は、ねらいに応じて、健康の保持増
進や調和のとれた体力の向上を図る
ための運動の計画を立て取り組むこ
とができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
　自己や仲間の課題を発見し、合理
的な解決に向けて運動の取り組み方
を工夫するとともに、自己や仲間の
考えたことを他者に伝えることがで
きるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　体つくり運動に自主的に取り組む
とともに、互いに助け合い教え合お
うとすること、一人一人の違いに応
じた動きなどを大切にしようとする
こと、話合いに貢献しようとするこ
となどや健康・安全を確保すること
ができるようにする。

「用具を用いた運動」
「ペア、グループでの運動」

・各種用具や放送機器
・ワークシート及び振り返りプリ
ント

　【知識】
①定期的・計画的に運動を継続することは、
心身の健康、健康や体力の保持増進につなが
る意義があることについて、言ったり書き出
したりしている。
②運動を安全に行うには、軽い運動から始め
るなど徐々に筋肉を温めてから行うことにつ
いて、言ったり書き出したりしている。
③運動を継続するには、行いやすいこと、無
理のない計画であることなどが大切であるこ
とについて、言ったり書き出したりしてる。

　【思考・判断・表現】
①ねらいや体力の程度を踏まえ、自己の課題
に応じた強度、時間、回数、頻度を設定して
いる。
②健康や安全を確保するために、体力や体調
に応じた運動の計画等について振り返ってい
る。
③実生活で継続しやすい運動例や運動の組合
せの例を見付けている。

　【主体的に学習に取り組む態度】
①体つくり運動の学習に自主的に取り組もう
としている。
②一人一人の違いに応じた動きなどを大切に
しようとしている。
③健康・安全を確保している。
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　【知識】
①長距離走の技術の名称や記録の向上につな
がる重要な動きのポイントについて、理解し
たことを言ったり書いたりしている。
②自己観察や他者観察などの方法を通して、
自分や仲間の動きを分析したことを言ったり
書き出したりしている。
③技術と関連させた運動や練習を行うこと
で、結果として体力や技術を高めることがで
きることについて、言ったり書き出したりし
ている。

　【技能】
①リズミカルに腕を振り、力みのないフォー
ムで軽快に走ることができる。
②呼吸を楽にしたり、走りのリズムを作った
りする呼吸法を取り入れて走ることができ
る。
③自己の体力に合ったペースを維持して走る
ことができる。

　【思考・判断・表現】
①自分や仲間の技術的な課題やその改善すべ
きポイントとその理由を仲間に伝えている。
②体力や技能の程度、性別等の違いに配慮し
て、仲間とともに楽しむための練習の方法や
修正の仕方を見つけている。
③学習成果を踏まえて、自己に適した「す
る、みる、支える、知る」などの運動を継続
して楽しむための関わり方を見つけている。

　【主体的に学習に取り組む態度】
①学習に自主的に取り組もうとしている。
②準備や計時などの役割を積極的に引き受
け、自己の役割を果たそうとしている。
③ルールやマナーを守り、練習や記録会にお
いて健康と安全に留意している。

Ｃ　陸上競技（長距離走）
【知識及び技能】
　長距離走では、記録の向上や競争
の楽しさや喜びを味わい、技術の名
称や行い方、体力の高め方、運動観
察の方法などを理解するとともに、
自己に適したペースを維持して走る
技能を身につけることができるよう
にする。

【思考力、判断力、表現力等】
　動きなどの自己や仲間の課題を発
見し、合理的な解決に向けて運動の
取り組み方を工夫するとともに、自
己の考えたことを他者に伝えること
ができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　陸上競技に自主的に取り組むとと
もに、勝敗などを冷静に受け止め、
ルールやマナーを大切にしようとす
ること、自己の責任を果たそうとす
ること、一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとすること
などや、健康・安全を確保すること
ができるようにする。

「長距離走」

・各種用具
・ワークシート及び振り返りプリ
ント
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Ｅ　球技（バスケットボール）
【知識及び技能】
　勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高
め方、運動観察の方法などを理解す
るとともに作戦に応じた技能で仲間
と連携しゲームを展開することがで
きるようにする。
　バスケットボールでは、安定した
ボール操作と空間を作り出すなどの
動きによってゴール前への侵入など
から攻防をすることができるように
する。

【思考力、判断力、表現力等】
　攻防などの自己やチームの課題を
発見し、合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに自
己や仲間の考えたことを他者に伝え
ることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　球技に自主的に取り組むととも
に、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、作戦などについての話
合いに貢献しようとすること、一人
一人の違いに応じたプレイなどを大
切にしようとすること、互いに助け
合い教え合おうとすることなどや、
健康・安全を確保することができる
ようにする。

　【知識】
①用いられる技術や戦術の名称、それらを身
につけるためのポイントについて、理解した
ことを言ったり書いたりしている。
②練習やゲーム中の技能を観察したり、分析
したりするには、自己観察や他者観察などの
方法があることについて、言ったり書き出し
たりしている。
③ゲームに必要な技術と関連させた補助運動
や部分練習を行うことで、結果として体力や
技術を高めることができることについて、
言ったり書き出したりしている。

　【技能】
①なめらかなドリブルからシュートをコント
ロールし、ゴールの枠内に入れることができ
る。
②味方が操作しやすいパスを送り、パスを出
した後に次のパスを受ける動きをすることが
できる。
③オフェンスに対して、空いている場所をカ
バーするディフェンスができる。

　【思考・判断・表現】
①技術的な課題と自己や仲間の動きを比較し
て、その改善すべきポイントとその理由を仲
間に伝えている。
②体力や技能の程度、性別等の違いに配慮し
て、仲間とともに楽しむための練習の方法や
修正の仕方を見つけている。
③ルールを守り、勝敗を受け入れるなど、よ
りよいマナーや行為について、自己の活動を
振り返っている。

　【主体的に学習に取り組む態度】
①学習に自主的に取り組もうとしている。
②相手を尊重するなどのフェアなプレイを大
切にしようとしている。
③互いに練習相手になったり仲間に助言した
りして、互いに助け合い教え合おうとしてい
る。

「バスケットボール」

・各種用具
・ワークシート及び振り返りプリ
ント

Ｈ　体育理論
「スポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展」
【知識】
　スポーツの歴史、文化的特性や現
代のスポーツの特徴について理解す
ることができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
　スポーツの歴史、文化的特性や現
代のスポーツの特徴について、課題
を発見し、よりよい解決に向けて思
考し判断するとともに、他者に伝え
ることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　スポーツの歴史、文化的特性や現
代のスポーツの特徴についての学習
に自主的に取り組むことができるよ
うにする。

「オリンピック・パラリンピック
と国際社会」

・教材＝教科書、配布プリント
・一人１台端末の活用　等

　【知識】
　現代スポーツは、国際親善や世界平和に大
きな役割を果たし、共生社会の実現にも寄与
していること。経済的な波及効果があり、ス
ポーツ産業が経済の中で大きな影響を及ぼし
ていること。それぞれ理解したことを言った
り、書き出したりしている。

　【思考・判断・表現】
　現在のスポーツの意義や価値やスポーツの
経済効果について、事実や理念を整理した
り、自己のスポーツへの関わりを見いだした
りして、自己や社会にスポーツがもたらす影
響について課題を発見している。

　【主体的に学習に取り組む態度】
　スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展についての学習に自主的に取り組もうと
している。

〇 〇 〇 1

「スポーツの経済効果とスポーツ
産業」

・教材＝教科書、配布プリント
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇 1



「持続可能性からみたスポーツと
環境」

・教材＝教科書、配布プリント
・一人１台端末の活用　等

　【知識】
　スポーツの価値やスポーツに求められる高
潔さについて、ドーピングは、能力の限界に
挑戦するスポーツの文化的価値を失わせるこ
とについて、スポーツと環境問題における関
わりについて理解したことを言ったり、書き
出したりしている。

　【思考・判断・表現】
　スポーツの高潔さやスポーツが環境や社会
へもたらす影響について、習得した知識を基
に、持続可能なスポーツの発展のための課題
の解決に向けて、自己の提案を言葉や文章な
どを通して他者に伝えている。

　【主体的に学習に取り組む態度】
　スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展についての学習に自主的に取り組もうと
している。

〇〇〇
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　【知識】
①長距離走の技術の名称や記録の向上につな
がる重要な動きのポイントについて、理解し
たことを言ったり書いたりしている。
②自己観察や他者観察などの方法を通して、
自分や仲間の動きを分析したことを言ったり
書き出したりしている。
③技術と関連させた運動や練習を行うこと
で、結果として体力や技術を高めることがで
きることについて、言ったり書き出したりし
ている。

　【技能】
①リズミカルに腕を振り、力みのないフォー
ムで軽快に走ることができる。
②呼吸を楽にしたり、走りのリズムを作った
りする呼吸法を取り入れて走ることができ
る。
③自己の体力に合ったペースを維持して走る
ことができる。

　【思考・判断・表現】
①自分や仲間の技術的な課題やその改善すべ
きポイントとその理由を仲間に伝えている。
②体力や技能の程度、性別等の違いに配慮し
て、仲間とともに楽しむための練習の方法や
修正の仕方を見つけている。
③学習成果を踏まえて、自己に適した「す
る、みる、支える、知る」などの運動を継続
して楽しむための関わり方を見つけている。

　【主体的に学習に取り組む態度】
①学習に自主的に取り組もうとしている。
②準備や計時などの役割を積極的に引き受
け、自己の役割を果たそうとしている。
③ルールやマナーを守り、練習や記録会にお
いて健康と安全に留意している。

Ｃ　陸上競技（長距離走）
【知識及び技能】
　長距離走では、記録の向上や競争
の楽しさや喜びを味わい、技術の名
称や行い方、体力の高め方、運動観
察の方法などを理解するとともに、
自己に適したペースを維持して走る
技能を身につけることができるよう
にする。

【思考力、判断力、表現力等】
　動きなどの自己や仲間の課題を発
見し、合理的な解決に向けて運動の
取り組み方を工夫するとともに、自
己の考えたことを他者に伝えること
ができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　陸上競技に自主的に取り組むとと
もに、勝敗などを冷静に受け止め、
ルールやマナーを大切にしようとす
ること、自己の責任を果たそうとす
ること、一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとすること
などや、健康・安全を確保すること
ができるようにする。

「長距離走」

・各種用具
・ワークシート及び振り返りプリ
ント
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「スポーツに求められる高潔さ」

・教材＝教科書、配布プリント
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇 1

Ｈ　体育理論
「スポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展」
【知識】
　スポーツの歴史、文化的特性や現
代のスポーツの特徴について理解す
ることができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
　スポーツの歴史、文化的特性や現
代のスポーツの特徴について、課題
を発見し、よりよい解決に向けて思
考し判断するとともに、他者に伝え
ることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　スポーツの歴史、文化的特性や現
代のスポーツの特徴についての学習
に自主的に取り組むことができるよ
うにする。


